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アンケート調査について



１ アンケート調査の内容について
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（１）目的

・中山間地域では、平場と比較して担い手不足が

深刻化しており、営農を継続できるように農業

の省力化や効率化が必要であり、小規模農地に

対応したスマート農業の導入及びそれに対応し

た基盤整備を推進する必要がある。

・そのため、中山間地域の農家に対して、スマー

ト農業への関心や対応状況について聞き取り調

査を行うことで、中山間地域における課題や

ニーズを把握し、今後の情報発信や導入促進に

向けた方針を検討するための参考とする。



１ アンケート調査の内容について

3

（２）方法

・中山間地域で農業を営んでいる農家に対し、ス

マート農業に係るアンケート調査を実施。

・対象は、黒石市及び田子町で、中山間地域等直

接支払交付金の活動に取り組んでいる集落協定

の農業者、約1,100人とした。

・黒石市及び田子町の協力により、集落協定の代

表者を通じて農業者に配布してもらい、回答用

紙を県に返送してもらった（返信用封筒による

送付または市町経由での送付による）。

（８月上旬から配布、９月上旬を回答期限）



１ アンケート調査の内容について
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（３）アンケート用紙

・別添「青森県中山間地域におけるスマート農業

の取組状況等に関するアンケート調査」による。

（４）回収率

・アンケートの回収率は約30％であった。

【黒石市】
配布 ： 538人
回答 ： 123人
（22.9％）

【田子町】
配布 ： 575人
回答 ： 203人
（35.3％）

【合計】
配布 ： 1,113人
回答 ： 0,326人
（29.3％）



２ アンケート調査の結果について
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（１）質問内容の整理

・アンケート調査の質問内容を整理し、以下の５

項目に分けた。

① 中山間地域の農業者の営農状況

② スマート農業への関心

③ スマート農業の課題

④ 主な情報収集先や使用している電子機器

⑤ その他の意見
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（参考）質問の分類

① 中山間地域の農業者の営農状況

② スマート農業への関心

問番号 質問内容

1 年代

2 経営形態、労働力

3 水田の作付面積

4 樹園地の作付面積

6 営農上の課題

7 委託したい農作業

8 草刈り作業で苦労している点

問番号 質問内容

10 電子機器の操作

11 スマート農業との関わり

12 導入済、予定、関心のあるスマート農業

13 スマート農業に関心がある理由

14 スマート農業で解決したい課題
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③ スマート農業の課題

④ 主な情報収集先や使用している電子機器

⑤ その他の意見

問番号 質問内容

（スマート農業の体験あり）

16 スマート農業の感想

17 スマート農業で解決した課題

（スマート農業に関心あり）

18 スマート農業で直面した課題

（スマート農業に関心なし）

19 スマート農業に関心のない理由

（全員）

15 スマート農業の問題点（自由記入）

20 スマート農業促進に必要と思う施策

問番号 質問内容

5 農業技術情報等の情報収集先

9 使用しているＩＣＴ関連機器

問番号 質問内容

21 その他の意見・要望（自由記入）
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（２）回答の集計

① 中山間地域の農業者の営農状況（1/6）



２ アンケート調査の結果について
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① 中山間地域の農業者の営農状況（2/6）

・60代以上の農家が75％
・個人経営が95％で、1～2の少人数
で経営している農家が74％

・経営面積1ha以下の農家は52％で、
66％が水田枚数5枚程度

・1枚当たりの水田面積は76％が
0.5ha以下
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① 中山間地域の農業者の営農状況（4/6）

・畑等については1.0ha以下の経営面積が55％
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① 中山間地域の農業者の営農状況（5/6）

・単収増加、栽培技術向上、省力化、経営規模拡大など、少な
い人数でも一定以上の収入が見込めるための技術向上が必要
と考えている。
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① 中山間地域の農業者の営農状況（6/6）

・草刈りで苦労しているのは法面が50％
で、農地周りが31％

・その理由は、勾配がきついが44％で面
積が広いが32％
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② スマート農業への関心（1/3）

・電子機器の操作方法は、どの方
法も50％程度の農家が普通と感
じており、特に難易度が高いと
感じていない
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② スマート農業への関心（2/3）

【
関
心
あ
り
】
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② スマート農業への関心（3/3）

【
関
心
あ
り
】

・スマート農業導入に関心のある農家は、
既に導入している農家を含めて39％

・関心のある農家では、スマート農業が
経営課題の解決につながると考えてい
る農家が46％

・現場作業の省力化につながると考える
農家が19％
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③ スマート農業の課題（1/4）

（スマート農業の導入を体験している農家）
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③ スマート農業の課題（2/4）

（スマート農業を知っているが関心のない農家）

【
関
心
な
し
】

・スマート農業に関心がある農家も、関心
を持っていない農家も、４割が費用が高
いこと、２～３割が対応できる人材がい
ないことが挙げられている
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③ スマート農業の課題（3/4）

・年配者に分かりやすいようにして欲しい。

・傾斜のある畑で使用できる機械等（無人で動く）がある

と使用したいと思う。

・購入資金がかかるので簡単にスマート農業の導入ができ

るものでもない。

・農地の集約をしてもらいたい。ほ場整備が必要。

・機械の価格が高い。トラクターが2台もならんで作業でき

る水田や畑が少ない。

・なくても生産できるので、わざわざ経費を増やす必要性

がない。だが、一定の面積を越えると省力化できる。

・まずはスマートフォン等の手軽なAI化を先にやるべき。

ドローンや機械は購入費が高い。

問１５ スマート農業導入にあたっての問題点（自由記入）
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③ スマート農業の課題（4/4）
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④ 主な情報収集先や使用している電子機器

・農家がスマート農業に関する情報を主に得ているものは、農協や
新聞、農家同士の情報交換が61％

・スマートフォンのほか、パソコンやタブレット端末など情報機器
を使用している農家は68％



２ アンケート調査の結果について
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⑤ その他の意見・要望（1/2）

・スマート農業技術の発展によって農業の多様化、活性化

や生産物の品質がさらに向上し、世界の食料安全保障の

向上に貢献できたらと思う。

・試作段階でもいいのでどんどん公開して、現場の意見を

聞き入れていただきたい。

・小規模農家にも対応して欲しい。

・小さい畑が多く、平たい畑が少ないのでスマート農業は

大変。

・農地の集約こそスマート農業につながる。

・狭い耕作地に高価な機械などメリットが見い出せない。

・新しい機械を買う体力がない。農家は重労働なので子供

達には農業をさせたくない。

問２１ その他の意見・要望（自由記入）
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⑤ その他の意見・要望（2/2）

・今年から「ザルビオ」を導入した。すごく将来性を感じ

ている。

・スマート農業が農家の差別化につながらない様に気をつ

けてもらいたい。スマート農業が全てではない。

問２１ その他の意見・要望（自由記入）
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（３）考察（1/10）

・今回のアンケート調査は、中山間地域の農家が

スマート農業にどのような関心を抱いているの

か、中山間地域でスマート農業を導入を進める

ための課題やニーズはどのようなものか、また、

情報発信はどのように行えば効果的なのかを把

握し、今後の参考とするためのものである。
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（３）考察（2/10）

・回答者の傾向として、60代以上が75％であり、

また、個人経営が95％、1～2の少人数で経営し

ている農家74％であったほか、水田の経営面積

1ha以下の農家が52％で、経営枚数5枚程度が

66％など、中山間地域における高齢化、小規模

経営、少ない労働力という特徴が表れている。

・営農上の課題としては、単収増加や栽培技術向

上、省力化や経営規模拡大などにそれぞれ50人

以上回答があり、少人数でも収入が見込めるた

めの技術向上が必要と考えている傾向がある。
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（３）考察（3/10）

・スマート農業導入に関心のある農家は、既に導

入している農家を含めて39％であり、関心がな

いか知らない農家が多かった。

・既に導入されている機械のうち50％はドローン

であるが、農家が今後の導入に関心を持ってい

る機械は全般に渡っているが、自動草刈機14％、

ドローン11％、クラウド上の作業記録10％、農

機の自動運転9％などが多かった。
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（３）考察（4/10）

・関心のある農家では、スマート農業が経営課題

の解決につながると考えている農家が46％であ

り、特に現場作業の省力化を解決したいと考え

ている農家が19％であった。

・このことから、中山間地域の農家は、農作業の

省力化につながるような機械やシステムに対し

て興味を持っており、本事業で実証試験を行っ

ている自動給水栓や自動草刈機について、ニー

ズが高い。
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（３）考察（5/10）

・スマート農業導入を体験している農家は、72％

が期待通りの効果があったと感じており、その

内容として現場作業の省力化が28％、経営規模

の拡大につながったのが22％である。
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（３）考察（6/10）

・一方で、スマート農業導入にあたり直面した課

題として、40％が費用が高いこと、27％が対応

できる人材の不足を挙げている。

・また、スマート農業に関心を持っていない農家

にとっても、その理由は、35％が費用が高いこ

と、15％が対応できる人材の不足を挙げており、

14％の方が導入効果が期待できないと考えてい

る。
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（３）考察（7/10）

・このことから、中山間地域の農家にとって、経

営規模などと比較して、スマート農業導入に係

る費用と、スマート農業を活用できる人材の確

保が大きな課題である。

・とは言え、スマート農業の導入を体験している

農家が、導入効果があると感じていることから

も、スマート農業についての情報不足も原因と

なっている可能性が考えられる。
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（３）考察（8/10）

・中山間地域の農家が、スマート農業促進に必要

と考えていることは、導入に対する助成が18％

と多く、ほかに安価な機械やシステムの開発が

15％、機械やシステムに関する情報提供やが

11％などが比較的多く挙げられている。

・このことは、導入にあたり費用面と人材面が

ネックとなっていることが反映されているが、

また同時に、機械やシステム、具体的な事例や

支援策などについて情報提供が充実することで、

導入に前向きになる可能性が考えられる。
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（３）考察（9/10）

・農家がスマート農業に関する情報を主に得てい

るものは、農協や新聞、農家同士の情報交換な

ど、行政やインターネット以外のものから情報

を得ている方が61％である。

・一方で、最近の傾向としてスマートフォンのほ

か、パソコンやタブレット端末などの情報機器

を、68％の農家が使用している。
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（３）考察（10/10）

・このことから、農家にとって、行政からの情報

発信が少ない（または情報発信されていること

が知られていない）ことが考えられるため、行

政サイドからも、スマートフォンで手軽に情報

を得られるような情報発信が必要である。
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【アンケート調査】 

 

青森県中山間地域におけるスマート農業の取組状況等に関するアンケート調査 
青森県農林水産部農村整備課 

 ICT（情報通信技術）やロボット技術などを活用した「スマート農業」が近年注目されて

おり、今後、本県においてもスマート農業の取組を通じて、作業の省力化・軽労化や栽培技

術の継承、新規就農者の確保等につなげていくことが重要となっています。 

 このため、青森県内においてスマート農業がどのように取り組まれ、今後はどのような方

向が望まれるのか等について、アンケートを実施しますので、ご多忙のところ誠に恐れ入り

ますが、調査の趣旨をご理解のうえ、御協力くださいますようよろしくお願いいたします。 
 

 

スマート農業技術の概要 
以下に、主なスマート農業技術の概要を紹介します。 

 

 
 

図 1 スマート農業技術の概要１ 

栽培

管理

自動水管理システム ・ ほ場の水位・ 水温等を各種センサーで

自動測定し、 スマート フォン等でいつで

もどこでも確認が可能

・ 給水口等の遠隔操作や、 設定値に基づ

く 自動制御が可能な製品も存在

・ リ モコンにより 遠隔操作する草刈機

・ 急な法面や樹園地の低く 狭い場所等で

の除草作業で使用可能

自動走行草刈り 機

作業 スマート農業技術 概要

移植

耕起

・

整地

・ 自動で直進し田植えが可能

・ 作業経験が少ない女性や若者などが運

転しても熟練者と 同等の作業が可能

・ 畔が近く なると ブザーで知らせるほ

か、 危険時の自動停止機能あり

・ 自動旋回や、 田植えと 同時に可変施肥

を実施可能な製品も存在

・ 無人でほ場内を自動走行

（ ハンド ル操作、 発進・ 停止、 作業機制

御を自動化）

・ 使用者は、 自動走行するロボッ ト ト ラ

ク ターをほ場内やほ場周辺から常時監視

し危険の判断、 非常時の操作を実施

・ １ 人で２ 台を操作可能

ロボットトラクター

(有人・無人２台協調)

自動直進田植機

自動水管理システム

リモコン自動草刈り機

画像提供：農研機構

画像提供：㈱クボタ

参考資料 
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用語解説 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマート農業：ロボット技術や情報通信技術（ＩＣＴ等）など先端技術を活用して、省力

化や精密化、高品質生産を実現する等を推進している新たな農業 

ロボット：センサーで得られた情報を自ら処理して機械の動作を自動で制御する機械シス

テム 

 

 

 

 

ICT：情報処理および通信技術の総称。例えば、遠隔で監視・操作ができる通信技術などが 

これに含まれる。 

 

図 2 スマート農業技術の概要２ 

収穫

経営

管理

・自動運転アシスト 機能・ 乾燥調製機と

の連携可能な製品も存在

・収穫と 同時に収量・ 食味（ タンパク

値） ・ 水分量等を測定し、 ほ場ごと の収

量・ 食味等のばらつきを把握

・ パソ コン・ タブレッ ト ・ スマート フォ

ン等で作業計画・ 実績を記録

・ 機能を絞った安価な製品から 、 経営最

適化に向けた分析機能等が充実した製品

まで幅広く 存在

施肥

・

防除

ド ローン

スマート農業技術

・ 農薬・ 肥料用のタンクやノ ズルを搭載

したド ローンが、 作物上空を飛行し、 農

薬・ 肥料を散布

・ ほ場に合わせた最適な飛行ルート を自

動で作成し散布を行う 製品も存在

作業 概要

ドローン

自動運転・食味・収量

センサー付きコンバイン

経営管理システム

画像提供：JA全農
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経営全般について 
 

問１. あなたの年代をお答えください。 

【○印は１つで、お願いします】 

 ↓ 

【  】１. 20代未満（19歳未満） 

【   】２. 30代（20～29歳） 

【   】３. 40代（40～49歳） 

【   】４. 50代（50～59歳） 

【   】５. 60代（60～69歳） 

【  】６. 70代（70～79歳） 

【  】７. 80代以上（80歳以上） 

 

 

問２. あなたの経営形態についてお答えください。 

【○印は１つで、お願いします】      をご記入ください 

 ↓                 ↓ 

【  】１. 認定農業者(個人)→労働力   人 

【  】２. 認定農業者(集落型農業法人)→労働力   人→うちオペレーター   人 

【   】３. 認定農業者(上記２以外の法人)→労働力   人→うちオペレーター   人 

【   】４. 認定農業者以外(個人)→労働力   人 

【   】５. 認定農業者以外(法人)→労働力   人→うちオペレーター   人 

【   】６. 新規就農者→労働力   人 

【   】７. 集落営農組織→労働力   人→うちオペレーター   人 

 

 

問３. 水田の総作付面積と枚数についてお答えください。 

問３-１. あなたの水田の総所有作付面積と枚数をお答えください。 

 ①所有総作付面積               

【○印は１つで、お願いします】  

  ↓ 

【   】１. なし              

【   】２. 0.5ha未満            

【   】３. 0.5ha以上 1.0ha未満  

【   】４. 1.0ha以上 1.5ha未満      

【   】５. 1.5ha以上           

 

②所有総作付枚数      Ａ.     枚 

 

 

 

 

 

 

   

人数 
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問３-２. あなたの水田のうちの借地分の総作付面積と総枚数をお答えください。 

①借地分総作付面積               

【○印は１つで、お願いします】            

  ↓ 

【   】１. なし              

【   】２. 0.5ha未満           

【   】３. 0.5ha以上 1.0ha未満  

【   】４. 1.0ha以上 1.5ha未満      

【   】５. 1.5ha以上            

 

②借地分総作付枚数      Ａ.     枚 

 

 

問４. あなたの樹園地・畑の総作付面積についてお答えください。 

問４-１. あなたの樹園地・畑の所有総作付面積をお答えください。 

【○印は１つで、お願いします】 

  ↓ 

 【   】１. なし 

【   】２. ０ha 以上 0.5ha未満 

【   】３. 0.5ha以上 1.0ha未満 

【   】４. 1.0ha以上 1.5ha未満 

【   】５. 1.5ha以上 

 

 

問４-２. あなたの樹園地・畑の借地分の総作付面積についてお答えください。 

【○印は１つで、お願いします】 

  ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【   】１. なし 

【   】２. ０ha 以上 0.5ha未満 

【   】３. 0.5ha以上 1.0ha未満 

【   】４. 1.0ha以上 1.5ha未満 

【   】５. 1.5ha以上 
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問５. 農業情報や農業技術情報の情報収集先についてお答えください。 

【○印は３つまでで、お願いします】 

 ↓ 

【   】１. 農業共同組合（JA）             

【   】２. 新聞            

【   】３. 農家            

【   】４. 市町村           

【   】５. 県 

【   】６. ニュース 

【   】７. 農業用具店   

【   】８. 講習会 

【   】９. インターネット 

【   】10. その他（                       ） 

 

 

問６. あなたの営農上の課題について、次の中から「1～3位」の順に選んで、その番号を

お答えください。（選択肢は重複可能） 

 営農上の課題    

第１位     第２位     第３位 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 単収の増加 

２. 高品質化 

３. 分散したほ場の効率的な管理 

４. 現場作業の省力化 

５. 営農技術の継承 

６. 安全性の強化 

７. 人手の確保 

８. 栽培技術の向上  

９. 後継者の確保 

 10. 経営規模を拡大したい 

11. 作業を委託したい 

12. 経営管理の省力化を回りたい 

13. 販売先・消費者とのつながりを強化したい  

14. ブランド力の強化したい 

15. 鳥獣被害を軽減したい 

16. 資材費用を削減したい  

17. その他（自由記入                    ）  

1. 特になし 

番号 番号 番号 
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問７. 農作業の中で委託可能であれば委託したい作業についてお答えください。 

【○印はいくつでも選択可】 

 ↓ 

【  】１. 草刈り 

【  】２. 水管理 

【  】３. 種まき 

【  】４. 水を引く 

【  】５. 肥料・薬かけ 

【  】６. 剪定 

【  】７. 鳥獣害対策 

【  】８. その他（自由記入：                     ） 

 

 

問８. 草刈り全般についてお答えください。 

問８-１. 草刈りについて特に苦労している場所についてお答えください。 

【○印は一つでお願いします】 

 ↓ 

【  】１. 法面 

【  】２. 農道の脇 

【  】３. 農地・農地の周り 

【  】４. 畦畔 

【  】５. その他（自由記入：                ） 

 

問８-２. 問８-１で選択した理由についてお答えください。 

【○印はいくつでも選択可】 

 ↓ 

【  】１. 面積が広い/延長が長いから 

【  】２. 勾配がきついから 

【  】３. 交通量が多い等、周囲に気をつけながら作業を行う必要があるから 

【  】４. 草刈りの回数が多いから                 回/年 

  

 

問９. あなたの使用している ICT関連機器についてお答えください。 

【○印はいくつでも、選択可】 

 ↓ 

【  】１. 携帯電話（ガラケー等） 【  】５. 監視カメラ  

【  】２. スマートフォン（スマホ）【  】６. センサー  

【  】３. タブレット端末     【  】７. その他（自由記入：         ） 

【  】４. パソコン        【  】８. 特になし 
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問 10. あなたの電子機器の扱える範囲についてお答えください。 

【○印はそれぞれ１つずつで、お願いします】 

 

 

１. ボタン操作     【   】  【   】  【   】  【   】  【   】 

２. スティック操作   【   】  【   】  【   】  【   】  【   】 

３. タッチパネル    【   】  【   】  【   】  【   】  【   】 

 

 

スマート農業への対応状況について 
 

問 11. あなたのスマート農業とのかかわりについてお答えください。 

【○印は１つで、お願いします】 

  ↓ 

【   】１. 既に導入している(現在は「取り止め」しているケースも含む) 
：→問 12へお進みください 

【   】２. 導入する予定がある：→問 12へお進みください 

【   】３. 内容を知っており、関心もある：→問 12 へお進みください 

【   】４. 内容は知らないが、関心がある：→問 12 へお進みください 

【   】５. 内容は知っているが、関心がない：→問 19 へお進みください 

【   】６. 言葉自体知らない：→問 20へお進みください 

 

 

問 12. 導入済、導入予定、関心のあるスマート農業の内容についてお答えください。 

【○印で該当するマスをお選びください】 

 

〈作業自動化〉（例：農機が自動走行する。水管理が自動で出来る。） 

 導入済み 導入予定 関心がある 

１. 農機の自動運転    

２. 収穫ロボット 

（野菜・果樹等収穫機） 

   

３. 草刈り機 

（自動走行、リモコン操作式草刈り機等） 

   

４. アシストスーツ    

５. 温室内の遠隔制御    

６. ほ場の水管理の自動化・集中化    

７. ドローンによる農薬散布・ほ場管理    

 

 

 

簡単 普通 難しい やや簡単 
 

 

やや難しい 
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〈生産に係るデータの収集や解析〉 

（例：気温・降雨量が自動で測定され、生育状況が数値で分かり作業の基準に使用できる。） 

 導入済み 導入予定 関心がある 

８. スマートフォンやクラウド等 

による作業記録等の収集と共有 

   

９. センサーによる環境情報や   

生育情報等の管理  

   

10. 衛星画像データや気象データ等 

の活用による収穫の予測 

   

〈生産に係るノウハウの見える化〉（例：剪定などの作業のコツを見えるようにする。） 

 導入済み 導入予定 関心がある 

11. 生産現場における技術や判断等 

をデータや画像などで記録 

   

〈生産・流通・販売の連携〉（例：生産から販売まで全て数値で管理することができる。） 

 導入済み 導入予定 関心がある 

12. 生産情報から販売情報までを 

共通のシステムで管理 

   

〈その他〉    

13. その他 自由記入： 

 

 

問 13. スマート農業に関心がある理由について、次の中から１つ選んでお答えください。 

【○印は１つで、お願いします】 

 ↓ 

【   】１. 経営課題解決が具体的に期待できる 

【   】２. 情報機関等で取り上げられている 

【   】３. 機器・システムを提供する企業からの勧誘 

【   】４. 農産物の販売先からの要請 

【   】５. 加入している JAからの要請 

【   】６. 自治体が推進している 

【   】 ７. その他（自由記入：                           ） 

【   】８. 特になし 

自動走行田植機 草刈機（リモコン操作式） 自動走行トラクター 
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問 14. 導入によって解決したい課題についてお答えください。 

【○印はいくつでも、選択可】 
 ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15. スマート農業の導入にあたって問題になっている事項などがありましたら、ご自由

にお答えください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

→問 16へ続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【   】１. 経営規模の拡大 

【   】２. 単収の増加 

【   】３. 高品質化  

【   】４. 分散したほ場の効率的な管理  

【   】５. 現場作業の省力化  

【   】６. 経営管理の省力化  

【   】７. 栽培技術の向上  

【   】８. 後継者の確保 
【   】９. 営農技術の継承 

【   】10. 鳥獣被害の対応  

【   】11. ブランド力の強化  

【   】12. 安全性の強化  

【   】13. 資材費用の削減  

【   】14. その他（自由記入：                     ）  

【   】15. 特になし 

自由記入： 
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実際に導入してみた感想 
 

問 16. 実際にスマート農業を導入してみていかがでしたか。 

【○印は１つで、お願いします】 

 ↓ 

【   】１. 期待以上           【   】３. 期待以下 

【   】２. 期待通り         【   】４. わからない 

 

 

問 17. スマート農業の導入によって解決した経営上の課題について、次の中から選んでお

答えください。 

【○印はいくつでも選択可】 
 ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→問 18へ続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【   】１. 経営規模の拡大 

【   】２. 単収の増加  

【   】３. 高品質化  

【   】４. 分散したほ場の効率的な管理  

【   】５. 現場作業の省力化  

【   】６. 経営管理の省力化  

【   】７. 栽培技術の向上  

【   】８. 後継者の確保 
【   】９. 営農技術の継承 

【   】10. 鳥獣被害の対応  

【   】11. 販売先・消費者とのつながり強化  

【   】12. ブランド力の強化  

【   】13. 安全性の強化  

【   】14. 資材費用の削減  

【   】15. その他（自由記入：                      ）  

【   】16. 特になし 

★ 問 16～問 18は、スマート農業を導入している方(現在取りやめている場合も含む)と 

体験したことがある方にお尋ねします。 
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問 18. スマート農業の導入に際して直面した課題について、次の中からお選びください。 

【○印はいくつでも選択可】 

 ↓ 

【   】１. 費用が高い         

【   】２. 導入の効果が期待できない    

【   】３. 対応できる人材の不足     

【   】４. システムの稼働に伴う対応が面倒 

【   】５. セキュリティー面で不安（情報の流出、盗難面で不安） 

【   】６. 観測した数値の管理が面倒 

【   】７. 異なるシステムでデータ連携できない 

【   】８. 特になし 

【   】９. その他（自由記入：                        ） 
 

 

 

 

 

 

問 19. スマート農業に関心のない理由は何ですか？次の中から選んでお答えください。 

【○印はいくつでも選択可】 
 ↓ 

【   】１. 費用が高い  

【   】２. 導入の効果が期待できない 

【   】３. 対応できる人材の不足  

【   】４. システムの稼働に伴う対応が面倒 

【   】５. セキュリティー面で不安（情報の流出、盗難面で不安） 

【   】６. 観測した数値の管理が面倒  

【   】７. 異なるシステムでデータ連携できない  

【   】８. その他（自由記入：                    ） 

【   】９. 特になし 

 

→問 20へ続く 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 問 19 は、問 11 で「５.内容を詳しく知っているが関心はない」と回答し

た方だけにお尋ねします。 
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スマート農業に関するご意見・ご要望について 
 

問 20. スマート農業を導入・促進する上で求められる施策（強化される取組）は何だとお

考えですか。次の中から選んでお答えください。 

【○印はいくつでも選択可】 
 ↓ 

【   】１. 機械やシステムに関する情報提供  

【   】２. 具体的な事例に関する情報提供  

【   】３. 支援策に関する情報提供  

【   】４. 導入に対する助成  

【   】５. 導入を助ける人材の育成 

【   】６. 相談窓口の設置  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21. その他、スマート農業に関するご意見・ご要望がありましたら、ご自由にご記入く

ださい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で終了となります。 

ご協力、誠にありがとうございました。 
 

 

 

自由記入： 

【   】７. 使いやすい機械やシステムの開発  

【   】８. 安価な機械やシステムの開発  

【   】９. 企業や大学等と出会う機会の創出 

【   】10. 地域の法人・農家との連携促進  

【   】11. その他（自由記入：                      ） 

【   】12. 特になし 
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